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○ 検討にあたっての基本的な考え方について
①建設施工の課題の解決に向けて、現状の建設ロボット技術に対するニーズとそれを

実現するシーズを把握するための調査・分析を実施する。
例えば、

・文献調査、各団体の提言分析

・有識者、関係業団体へアンケート、ヒアリング調査

を実施する。

②①の結果を踏まえ、建設ロボット技術の開発・活用の目標について、検討・整理する。

例えば、

・少子高齢化の時代における建設生産システムを支えるための目標

・生産性（作業効率）の向上、品質の確保・向上に応えるための目標

・大規模災害の緊急復旧対応の向上（施工の合理化）に応えるための目標

について、短期目標、長期目標に分けて検討・整理する。

③建設ロボット技術の調査・開発・活用に必要な技術力を維持、発展させるため検討す
べき仕組み（制度・基準 等）について整理する。
例えば、

・建設ロボット技術の調査、開発、活用スキームのあり方

・建設ロボット技術を実現する技術者及び技能者の確保・育成のあり方

・産学官の役割分担のあり方

を検討する。

建設ロボット技術懇談会 進め方の基本的な考え方
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（参考）建設ロボット技術のコストに関する課題

施工面からの課題

制度面からの課題

技術評価面からの課題

設計に関する課題

工事量に関する課題

品質に関する課題

目的物の設計に関連した課題
・人的施工に基づいた種々の規格、それを標準とした設計図書の作成
・細部に規定された設計図書
・施工条件や施工環境が現場毎に異なる（一品生産的な面が大きい）

自動化・ロボット化技術を適用しやすい発注に関する課題
・小規模な工事量
・短い工期
・発注時期の不均衡

自動化・ロボット化技術を適用した場合の品質管理・検査方法上の課題
・検査基準の見直し、施工管理基準の緩和

開発コスト・ランニングコスト低減に関する課題

試験場所提供に関する課題

評価方法に関する課題

・評価方法が確立されていない
・コスト的に明確な評価ができる項目以外は、曖昧な評価に留まっている

・税制においては、中小企業を対象としたものが多い

○Ｈ１３．６ 土木学会建設用ロボット委員会 研究報告書
「２１世紀における建設工事の自動化・ロボット化への展望」より
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（参考）建設ロボット技術の開発および活用に関する課題
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土木学会 建設用ロボット委員会「建設用ロボット技術による災害対応およ
び復旧・復興支援に向けた委員会提言」（H24.9）より

・建設業従事者の安全確保のため災害復旧･復興作業に建設用ロボットを積極活用することが重要

・教育訓練を受けたオペレータが緊急時において効果的に出動できるよう、登録制度や産官学の協力体
制を構築･維持する必要

・平常時に使用する建設機械に迅速に災害対応機能を付加できる建設用ロボットのプラットフォームの
研究開発が必要

産業競争力懇談会(ＣＯＣＮ)「災害対応ロボットと運用システム」
（H24.3）より

[ 提案の背景・理由 ]

・東日本大震災や今後の災害等におけるロボットのニーズへの対応

・災害対応ロボット分野における産業競争力の強化

「情報化施工推進戦略」～情報化施工の普及に向けた課題と対応方針～

（H20.7）より
・情報化施工に必要な３次元データ作成における設計業務との連携

・総合評価方式における技術提案に対する適正な評価

○各種団体等の『提言』等において指摘されている課題

○建設ロボット技術に対するニーズとそれを実現するシーズの把握
○技術の開発・活用の目標の設定
○技術力の維持・発展のための仕組み
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